
市民病院の医師や看護師が講師となり、皆さんが
いきいきと健康的な生活を送ることができるよう病
気に関する知識や日々の暮らしのなかで実践できる
予防法などを紹介します。
「市民いきいき健康講座」は12月から令和２年２月
までに３回開催します。第１回は、摂食・嚥下障害
看護認定看護師による摂食嚥下についてです。食べ
る機能の仕組みなどを紹介します。第２回はリハビ
リテーション職員による転倒予防教室についての講
座です。転倒予防には、トマト、納豆、発酵食品だ
けではありません。ご期待ください。第３回は慢性
呼吸器疾患看護認定看護師によるＣＯＰＤについて
の講座です。座って出来る運動などご紹介いたしま
す。参加無料で予約不要です。興味のある講座だけ
の参加も可能です。是非ご参加ください。

ハナちゃん通信市 民 病 院 ■問　市民病院管理課
☎（48）5050

■問　文化財課内市史
資料調査室
☎（41）4566

戦国時代以前に県内で「問丸」が確認されている
のは大浜湊だけです（『国史大辞典』）。
伊勢湾内では、桑名、白子、伊勢大湊に「問丸」

が確認されていますが、なかでも白子での初見は文
明12（1480）年とみられます。一方、大浜湊の初見
はそれより60年前の応永28（1421）年（称名寺文書）
ですので、大浜湊の歴史は極めて古いといえます。
大浜湊は衣ヶ浦の入口にあって、大船・小船が入

港し、年貢物などの物資を船積みしたり、陸揚げし
て保管したりといった風景が古くからあったのです。
やがて戦国時代の後半になると、西三河には松平

氏がいるものの、西に織田信秀、東に今川義元がお
り、松平氏は苦しい立場に置かれていました。
これ以前から大浜湊を含めた大浜は、在地の領主

である長田氏が押さえ、この長田氏を松平広忠が従
属下に置いたとみられます。
天文12（1543）年、下の宮の神主をしていた長田

甚助が所有する神領の大半を売ったのに対し、松平

碧南の歴史へのいざない

Ｎo.66　はるか昔の大浜湊(3) 広忠は、今後このようなことをしたら、売ったほう
も買ったほうにも成敗を加える、と売買を禁止して
います。大浜下の宮は広忠の領有下にあったことが
分かります。
そもそも下の宮は仁安３（1168）年長田白正が熊

野大権現をまつって氏神と仰いだのが始まりとされ、
長田氏が代々神主として奉祀していました。
当時の神主は武士であるのが普通でした。そのた
め、広忠は船手の要害として大浜に砦を築き、甚助
の後の重元に在番を命じています。長田氏はまた在
地の領主として、金融活動や海上交通路の警固を担
っていた可能性があります。そうした長田氏を松平
氏が押さえることで、平和が保障されない戦国時代
にあって、大浜湊の安全が保たれていたのでした。

日程

※時間は11時～11時40分です。
ところ　市民病院

市民いきいき健康講座を
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△現在の大浜港

12月11日㈬
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令和２年
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内容

たばこが原因の肺の病気
～ＣＯＰＤってなんだ！！～

食べる機能のしくみと誤嚥
～嚥下体操～
転倒予防教室
～最新研究で分かった　骨や筋肉だけじ
ゃない　転倒予防には○○が重要！～
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私たち第１分団は、新川と道場山と天王地区を主
体に活動しており、市内全域の皆さんの生命・財産
を守るために日々訓練を行っています。地域の皆さ
んには、日ごろより消防団活動に際し、ご理解ご協
力賜りまして、誠にありがとうございます。
団員は、年齢も職業も様々なメンバーで構成され
ています。普段、仕事が終わってからの訓練になり
ますが、そのなかでも自主性を持って訓練に励む姿
勢は目を見張るものがあり、本当にありがたく思い
ます。
訓練では、資機材の取り扱いや車両の点検、有事
の際に備えて消火栓点検などを行っております。

火災・風水害に備えて、放水実践訓練・水門点検
を行っております。団員が、自身の役割を認識し地
域の皆さんの安心安全を守ることを第１に考え、責
任感を持って訓練に励み活動しております。
お互いが協力し団結力を深め、真剣に訓練に励む
ことが地域防災力の向上につながると考えます。こ
のような消防団活動を通して、一緒に活動した団員
は生涯のかけがえのない仲間となります。是非とも、
消防団活動を通して一人でも多くの人に入団してい
ただき、知識と教養を身に着けて多くの事を学んで
いただきたいと思います。
今後とも消防団活動に際し、ご理解ご協力をお願
い申し上げます。

市では、ごみを燃やすことのできるごみ、資源ご
み、粗大ごみ、受け取り不可に分けています。
市のホームページでは「家庭ごみの出し方検索」
を公開しており、50音順で検索するか、調べたい品
名などを入力すると、簡単にごみの分け方・出し方
が分かります。ごみを出す時に、可燃ごみか資源ご
みか迷うことがあると思います。皆さんが日常使う
ものについて掲載しましたので、積極的にご活用く
ださい。
●使い捨てカイロ　燃やすことのできるごみ
●ライター　資源ごみ（ライター）
●ふとん　粗大ごみ
※雨の日は受け取りできません。
●洗濯機　受け取り不可
※家電販売店などでリサイクル料金を支払い
破棄してください。

守ってください！充電式電池を含む小型家電、
ライターの分別の徹底を！
近年、携帯電話や加熱式タバコ機などの充電式電
池が組み込まれた小型家電が、可燃ごみとして廃棄
されるなど、正しい分別がされずに発火する事故が
全国的に問題になっています。また、使い捨てライ
ターも、指定袋に入れて廃棄され、ごみ収集車から
発火するなどの事故も起きています。決して可燃ご
みに入れないでください。
充電式電池を含む小型家電は、「資源ごみ（その
他分別できないごみ）」として、ライターは「資源
ごみ（ライター）」として、正しく分別で廃棄する
様にお願いします。
分別の問い合わせは、環境課で受け
付けしていますので、ご不明な点があ
ればお気軽にご連絡ください。

第１分団　分団長
岡田雅人さん

第１分団を紹介します

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

「家庭のごみの出し方検索」をご存じですか
正しい分別でごみ出しをお願いします

消防団員募集中
■■問　防災課地域防災係
☎（95）9875
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